
対象課及び対象事業 環境審議会からの意見・提言
パブリックコメントでの意見・提言等（平成２６年度）

【　】内は意見等のあった地域
意見・提言等への各所属の対応等

【農業委員会】
農地パトロール（利用状況調査）事業

○平成20年度から11.9ha減ってはいるが、新たな耕作放棄地が増えて、トータルと
しては増加しているようである。

【豊栄】
　農地の荒廃が増加し農村部の環境が悪くなっている。現在の農業政策は消費者に安い農作物
を供給する政策であり、平均の農業所得及び法人等の労働賃金は時給800円程度でこれでは若
い後継者は生活ができないので若者は農業から離れて行き、農地は益々荒廃する。

【農業委員会事務局】国の施策に基づき、各機関と連携して農地
の利用状況調査や利用意向調査等を行い、耕作放棄地が増加し
ないように努めます。

対象課及び対象事業 環境審議会からの意見・提言
パブリックコメントでの意見・提言等（平成２６年度）

【　】内は意見等のあった地域
意見・提言等への各所属の対応等

【文化課】
文化財調査保護事業

【豊栄】
　オオサンショウウオは国の特別天然記念物であるが、川にせきが多数つくられており、オオサン
ショウウオの移動を難しくしている。関係課と協力し合って魚道を設置することを検討していただ
ければ良いと思います。現在見つかっているのは成体70㎝以上ばかりで、20～30㎝くらいのもの
が見つかっていません。このままでは絶滅が危ぶまれます。

【文化課】堰堤がオオサンショウウオに与える影響等の調査が必
要となり、また魚道設置には河川管理者、水利権者等との協議が
必要となるため、長期的なスタンスで検討する必要があると考えま
す。

対象課及び対象事業 環境審議会からの意見・提言
パブリックコメントでの意見・提言等（平成２６年度）

【　】内は意見等のあった地域
意見・提言等への各所属の対応等

【都市計画課】
地区計画による緑化推進

【西条】
○都市環境
　住民自治協議会でまちづくりを考えています、寺西地域はたくさんの大きな事業が進んでいま
す、寺家駅の新設や区画整理事業、産業団地、道の駅構想、道路寺家中央線、地区計画などあ
りますが、これからの事業はすべてに環境をキーワードに事業推進は図るべきと考えます、20年
後のまちづくりを念頭においた事業計画でなくては、子供たちの託してはいけないと思っていま
す。

【都市計画課】都市計画の視点においては、多極ネットワーク型の
コンパクトシティの形成を進める中で、自然環境と調和した都市づ
くりを基本方針の一つとして、子や孫の世代に負担を残さない、持
続可能な社会の構築を、目指してまちづくりを進めていくこととして
います。

対象課及び対象事業 環境審議会からの意見・提言
パブリックコメントでの意見・提言等（平成２６年度）

【　】内は意見等のあった地域
意見・提言等への各所属の対応等

【都市計画課】
酒蔵地区、白市地区の景観形成

【西条】
○都市環境
　住民自治協議会でまちづくりを考えています、寺西地域はたくさんの大きな事業が進んでいま
す、寺家駅の新設や区画整理事業、産業団地、道の駅構想、道路寺家中央線、地区計画などあ
りますが、これからの事業はすべてに環境をキーワードに事業推進は図るべきと考えます、20年
後のまちづくりを念頭においた事業計画でなくては、子供たちの託してはいけないと思っていま
す。

【都市計画課】都市計画の視点においては、多極ネットワーク型の
コンパクトシティの形成を進める中で、自然環境と調和した都市づ
くりを基本方針の一つとして、子や孫の世代に負担を残さない、持
続可能な社会の構築を、目指してまちづくりを進めていくこととして
います。

【都市計画課】

【西条】
○都市環境
　住民自治協議会でまちづくりを考えています、寺西地域はたくさんの大きな事業が進んでいま
す、寺家駅の新設や区画整理事業、産業団地、道の駅構想、道路寺家中央線、地区計画などあ
りますが、これからの事業はすべてに環境をキーワードに事業推進は図るべきと考えます、20年
後のまちづくりを念頭においた事業計画でなくては、子供たちの託してはいけないと思っていま
す。

【都市計画課】都市計画の視点においては、多極ネットワーク型の
コンパクトシティの形成を進める中で、自然環境と調和した都市づ
くりを基本方針の一つとして、子や孫の世代に負担を残さない、持
続可能な社会の構築を、目指してまちづくりを進めていくこととして
います。

（５）歴史・文化的資源と歴史的な町並みの保全・活用

（１）人との関わりが深い自然環境の保全

（４）市街地の緑の保全と整備・創出

（３）生物多様性の保全
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【都市計画課】

【西条】
○都市環境
　住民自治協議会でまちづくりを考えています、寺西地域はたくさんの大きな事業が進んでいま
す、寺家駅の新設や区画整理事業、産業団地、道の駅構想、道路寺家中央線、地区計画などあ
りますが、これからの事業はすべてに環境をキーワードに事業推進は図るべきと考えます、20年
後のまちづくりを念頭においた事業計画でなくては、子供たちの託してはいけないと思っていま
す。

【都市計画課】都市計画の視点においては、多極ネットワーク型の
コンパクトシティの形成を進める中で、自然環境と調和した都市づ
くりを基本方針の一つとして、子や孫の世代に負担を残さない、持
続可能な社会の構築を、目指してまちづくりを進めていくこととして
います。

【都市計画課】

【西条】
○道路
　寺家中央線や県道吉行飯田線のように高規格道路が出来ようとしています、２０年３０年先を考
えて計画して戴きたい、まちの景観の大きな要素に街路灯と街路樹が占めています、予算のこと
もありますが街路灯はまちのイメージにあったものと街路樹もまちの景観に重要になってきます、
ぜひ、ハナミズキの街路樹で統一していただきたいと考えています。おおきな緑の木もよいです
が4ｍを超えると凶器になると思っています。

【都市計画課】市内の主要な幹線道路においては、設置基準（内
規）に基づき、街路灯を設置していますが、今後整備予定の寺家
中央線や県道吉行飯田線においても基準により整備を検討してい
きます。
　また街路樹については、緑豊かな空間を創出する一方で、倒木
等による危険に配慮した植樹の選定を行っていきます。
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【下水道建設課】
下水道管路の整備

【八本松】
　当地域（八本松町吉川）から東広島浄化センターまでは割合近距離と思われます。下水道整備
の早期実施を望みます。

【下水道建設課】八本松町吉川地区の工業団地等については、公
共下水道整備をいたします。その他の地域につきましては、市街
化調整区域であり小型合併処理浄化槽での整備となります。

【環境対策課】
出前講座による啓発

○住民自治協議会の立場で言うと、すでに市の情報サイトを通じて情報提供をして
いる。これから、情報サイトとも連携をしていけばいいのではないか。

【環境対策課】水質保全に関する出前講座は、これまで小学校向
けに開催していました。今後は自治協の環境部会向けなど、大人
を対象とした開催ができるよう、様々な形で出前講座の情報発信
を検討していきます。

【環境対策課】
水質改善モデル業務

○住民自治協議会の中でも、先進的に取り組んでいるところもあれば、まだ取り組
んでいないところもある。まだ取り組みが進んでいないところに対しては、市が後押
しするようなこともしてほしい。

【環境対策課】地域での環境活動が活発になるよう、他地域で行
われている環境活動を紹介する冊子や、環境活動に使える補助
制度等を取りまとめた冊子を作成し、それを各自治協に配付しまし
た。

対象課及び対象事業 環境審議会からの意見・提言
パブリックコメントでの意見・提言等（平成２６年度）

【　】内は意見等のあった地域
意見・提言等への各所属の対応等

【維持課】
道路河川維持管理作業に対する報償金の交
付

○住民自治協議会の中でも、先進的に取り組んでいるところもあれば、まだ取り組
んでいないところもある。まだ取り組みが進んでいないところに対しては、市が後押
しするようなこともしてほしい。

【維持課】地域活動が促進されるよう、引き続き市のホームページ
等で制度の周知を図ってまいります。

【環境対策課】

○住民自治協議会の中でも、先進的に取り組んでいるところもあれば、まだ取り組
んでいないところもある。まだ取り組みが進んでいないところに対しては、市が後押
しするようなこともしてほしい。

【環境対策課】地域での環境活動が活発になるよう、他地域で行
われている環境活動を紹介する冊子や、環境活動に使える補助
制度等を取りまとめた冊子を作成し、それを各自治協に配付しまし
た。

対象課及び対象事業 環境審議会からの意見・提言
パブリックコメントでの意見・提言等（平成２６年度）

【　】内は意見等のあった地域
意見・提言等への各所属の対応等

【廃棄物対策課】
野焼き防止対策（ダイオキシン対策を含む。）
に関すること

【八本松】
　私共の地区にどこから持って帰るのか知りませんが、廃棄物を持って帰ってそれを燃やす、黒
い煙が地区を覆って困っています。

【廃棄物対策課】①野焼きは消防関係（火災予防）、農林関係（農
業の畦焼き）の部署とも関連があり、連携をとって野焼きは禁止さ
れている事を周知します。
②きれいなまちづくりキャンペーンの回覧文書の裏面に、野焼き禁
止・不法投棄禁止の説明文書を掲載し、周知を図っています。

（６）潤いのある市街地景観の創出

（８）水辺環境の保全とふれあいの創出

（９）きれいな空気や静かな環境等の保全

（７）健全な水質と水循環の確保
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意見・提言等への各所属の対応等

【廃棄物対策課】
ごみ減量化及び資源化の推進

○企業に対して、従業員向けのゴミ減量化に関する環境学習を義務付けることはで
きないのか。

○市民がやらないといけないとは思うが、環境部会との連携で強制的にやるのは難
しいだろうか。

【廃棄物対策課】既存の広報紙のみでなく、インターネットやテレ
ビ、ラジオ、デジタルサイネージ等のあらゆる媒体で各年代層に環
境学習を展開するなど、今後も減量啓発活動を継続して実施しま
す。
 　リサイクル事業については、小型家電リサイクル事業、小型剪
定枝破砕機購入補助、大型生ごみ処理機購入補助、廃食油回収
報償金制度を実施します。
　これまで、住民自治協議会に対して、資源回収報償金制度、減
量出前講座などの現状施策を提案をしてきましたが、今後は有料
化を含めた減量化策については、市民の理解を得られるようなも
のになるよう検討して参ります。

【廃棄物対策課】
資源回収推進団体の育成支援

○住民自治協議会の中でも、先進的に取り組んでいるところもあれば、まだ取り組
んでいないところもある。まだ取り組みが進んでいないところに対しては、市が後押
しするようなこともしてほしい。

○市民がやらないといけないとは思うが、環境部会との連携で強制的にやるのは難
しいだろうか。

【廃棄物対策課】平成２７年度から、資源回収品目について、新た
に廃食用油を追加し、減量化・再資源化を継続して実施します。

対象課及び対象事業 環境審議会からの意見・提言
パブリックコメントでの意見・提言等（平成２６年度）

【　】内は意見等のあった地域
意見・提言等への各所属の対応等

【廃棄物対策課】
本市及び環境保全監視員による不法投棄監
視パトロール及び収集

○住民自治協議会の中でも、先進的に取り組んでいるところもあれば、まだ取り組
んでいないところもある。まだ取り組みが進んでいないところに対しては、市が後押
しするようなこともしてほしい。

【志和】
　不法投棄監視パトロール及びごみ処理業務について
志和東、兼持地区から八本松町へ通ずる今坂農免道は歩道もなく不法投棄ゴミの収集活動も、
カーブの連続・絶え間ない自動車の往来で、危険を伴い、遅々として進まない。
年に何回かの取り組みを市もやっていて下さるとは思いが、その回数を増やしてほしい。（市民、
区民には任せられない箇所です。）

【廃棄物対策課】不法投棄者の摘発に向けた施策として、移動式
監視カメラの設置場所の選択等に配慮します。

対象課及び対象事業 環境審議会からの意見・提言
パブリックコメントでの意見・提言等（平成２６年度）

【　】内は意見等のあった地域
意見・提言等への各所属の対応等

【農林水産課】
ひろしまの森づくり事業

○住民自治協議会の中でも、先進的に取り組んでいるところもあれば、まだ取り組
んでいないところもある。まだ取り組みが進んでいないところに対しては、市が後押
しするようなこともしてほしい。

【八本松】
　森林資源の利・活用について十分検討されたい。子供達に森林環境教室（育）を取り入れる必
要がある。森林の役割や機能について広く周知を願いたい。森林浴の効果は高いものがあり、健
康的で快適な生活空間の創造には適しています。

【農林水産課】公益的機能を有する県の森林の機能や役割につい
て、広く周知を図る必要があります。
　また、県民の財産として守り育て、次の世代に引き継いでいくた
め、ニーズに対応した事業内容で広く取り組めるものとなるよう精
査し、事業実施について広報活動を行うように努めます。

（１０）廃棄物の排出抑制と循環的利用の促進

（１１）不法投棄防止対策の推進

（１２）温室効果ガスの抑制に向けた総合的な取り組みの推進
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パブリックコメントでの意見・提言等（平成２６年度）
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【下水道管理課】

【下水道管理課】東広島浄化センターでは、平成26年度に使用し
た総電力量のうち８．８５％を小水力発電及び太陽光発電で賄い
ました。

【消防総務課】
太陽光発電

【消防総務課】消防局庁舎及び現在建設中の安芸津分署（平成28
年度運用開始予定）において、屋上スペースを、東広島市太陽光
発電に係る公共施設の屋根貸し事業に利用する予定です。

【管財課】
　本館に関しては、屋上に設置した太陽光パ
ネルで発電を行います。

【管財課】再生可能エネルギーの利用促進等を図るため、平成２６
年度に太陽光パネルを公共施設に設置する事業者を公募により
選定したところであり、平成２７年度以降、８校の小中学校を含む
比較的新しい１９の公共施設において順次設置していくこととして
います。
　また、施設の建替えや大規模修繕又は設備機器の更新を行う際
には、太陽光発電や木質バイオマス等再生可能エネルギー機器
の導入を検討します。

【環境対策課】

【西条】
○道の駅
　道の駅の構想がありますが、防災拠点としての位置づけとして新聞などに出ていますが、ただ
国の予算を消化するのではなく、環境を念頭にいれた施設をアピールして戴きたい、たとえば、防
災機能から災害時の停電を考慮した機能や太陽光を利用した施設、また、水道機能が失われて
も、道の駅では手動式の井戸とかを設置して防災に優しい施設を検討して戴きたい。

【環境対策課】特に新たに建設する公共施設等については、太陽
光発電をはじめとする新エネルギーや省エネルギーの推進、災害
時の避難所としての防災機能等の導入を積極的に検討していきま
す。

【教育総務課】小学校新設事業

○現状は市民の方が転用して太陽光発電を設置するなど、取り組みが進んでい
る。行政としても、もっとリードしていってほしい。

【教育総務課】屋根面の大面積を有効利用することが可能なこと
から、環境教育も踏まえ、設置を検討しています。

対象課及び対象事業 環境審議会からの意見・提言
パブリックコメントでの意見・提言等（平成２６年度）

【　】内は意見等のあった地域
意見・提言等への各所属の対応等

【危機管理課】防犯灯設置管理業務

【志和】
　「不具合発生時にLED化する現状の方針」を見直し、年度ごとに「地域」や「取替え個数」を決め
て、計画的にLED化すれば、大きな効果が期待できると思います。
（メリット：照明用LEDの特性）
１．省エネルギー・・・消費電力量が少ない（白熱灯の約1/6、蛍光灯の約半分）
２．長寿命＆高信頼性・・・寿命は１０年以上（白熱級の約50倍、蛍光灯の約5倍）
３．低発熱＆赤外線フリー・・・発光しても発熱しない（照射された部分が熱くならない）
４．紫外線フリー＆害虫フリー・・・紫外線がないため虫が集まらない。（取り付け場所が自由）
５．点滅、調光、発色が自在・・・応答速度が速いことと、点灯、点滅に強い。
６．対衝撃、対低温に優れる・・・氷点下20℃で点灯（蛍光灯は氷点下で消灯する場合有）
７．小型、軽量

【危機管理課】防犯灯のLED化については、平成24年度から平成
27年度の計画であり、現在、約75％の進捗率となっています。
　不具合発生時にLEDに交換する方法で、平成27年度に完了する
予定ですので、現状の方針どおり取り組むこととしています。

【環境対策課】

○新事業として、保育所の屋根への遮熱塗料の塗布というのがあるが、これは効果
があった場合には、民間の保育園にも補助が出るようになるのか。もし、効果があ
れば、民間のほうにも予算を出してもらいたい。

【環境対策課】遮熱塗料の塗布については、事業効果を踏まえた
うえで、省エネルギー施策としての補助金制度等を研究していきま
す。

対象課及び対象事業 環境審議会からの意見・提言
パブリックコメントでの意見・提言等（平成２６年度）

【　】内は意見等のあった地域
意見・提言等への各所属の対応等

【指導課】体験型環境教育の実施

【八本松】
　森林資源の利・活用について十分検討されたい。子供達に森林環境教室（育）を取り入れる必
要がある。森林の役割や機能について広く周知を願いたい。森林浴の効果は高いものがあり、健
康的で快適な生活空間の創造には適しています。

【指導課】社会科や理科の学習を中心に、森林資源の利・活用に
ついて周知していきます。例えば、森林の役割については、第５学
年社会科「国土の保全などのための森林資源の働き及び自然災
害の防止」という内容を受けて、学習をしていきます。
　また、第６学年理科では、「生物と環境とのかかわり」について学
習する中で、森林の機能について理解を図っています。

（１３）新エネルギーの導入

（１７）学校・家庭・地域などでの環境教育・環境学習の推進

（１４）省エネルギーの推進

○市民が農地転用の許可を受ける目的の半分は、太陽光発電の設置である。新庁
舎を建てるときに、太陽光発電を導入しているが、今後、太陽光やバイオマスなどの
再生可能エネルギーを学校などの公共施設にある程度計画的に導入していくことは
決まっていないのか。

○現状は市民の方が転用して太陽光発電を設置するなど、取り組みが進んでい
る。行政としても、もっとリードしていってほしい。
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対象課及び対象事業 環境審議会からの意見・提言
パブリックコメントでの意見・提言等（平成２６年度）

【　】内は意見等のあった地域
意見・提言等への各所属の対応等

【環境対策課】

○住民自治協議会の立場で言うと、すでに市の情報サイトを通じて情報提供をして
いる。これから、情報サイトとも連携をしていけばいいのではないか。

【環境対策課】現在は、市のホームページで情報提供をしています
が、市としても新たな方法で市民・事業者向けへの情報発信を検
討しているところです。市民活動情報サイトについても情報発信の
ツールとしての活用を検討します。

【地域政策課】

○住民自治協議会の立場で言うと、すでに市の情報サイトを通じて情報提供をして
いる。これから、情報サイトとも連携をしていけばいいのではないか。

○市の情報サイトは与えられた容量が少なく、あまり情報を掲載することができな
い。もっと、容量が増えれば、情報を充実させることができる。

【地域政策課】市民活動情報サイトは、住民自治協議会や市民団
体が、各々の活動について幅広い情報の受発信を行えるよう運営
しているサイトです。その中で、分野を分けて発信することもできま
すので、環境分野について取り組まれた際にも、当サイトを活用い
ただければと思います。
　また、当サイトについては、今年度に大幅な改修を予定してお
り、その中で、より充実した情報を発信いただけるよう、改修内容
を検討します。

（１８）利用しやすい環境情報の整備と発信
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